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令和２年度　施策・基本事業マネジメントシート　（令和元年度実績に基づく評価） 作成日 令和 2 年 7 月 3 日
基本目標名 4 豊かな心を育み、学び合うまちづくり
政　策　名 1 豊かな心と確かな学力を育むまちづくり
施　策　名 2 安全で安心して学べる教育環境の整備

施策関係課 情報政策課、市民生活課、教育総務課、学校教育課、教育センター、生涯学習課

１．施策の目的と成果把握
この施策は、誰、何を対象としているか 対象指標 単位 Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２

市立学校数 校 35 35

市奨学金制度の利用希望者数 人 26 17

この施策によって、「対象」をどういう状態にするのか 成果指標（意図の達成度を表す指標） 区分 単位 Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

目標 0 0 0 0 

実績 0 0

目標 25.0 35.0 40.0 45.0

実績 25.0 35.0

目標 0 0 0 0

実績 20 18 教育総務課資料

目標 100.0 100.0 100.0 100.0 学校管理課資料

実績 100.0 100.0 学校教育課資料

目標 教育総務課資料

実績

２．基本事業の目的と成果把握
基本事業名 対象 意図 成果指標 区分 単位 H30 R1 R2 R3 基本事業名 対象 意図 成果指標 区分 単位 H30 R1 R2 R3

目標 3.6 3.6 3.6 3.6 目標 64.6 69.4 74.5 80.0

実績 5.2 5.2 実績 61.3 68.5

目標 0 0 0 0 目標 1,030 1,040 950 960

実績 41 33 実績 1,285 1,445

目標 目標

実績 実績

目標 51.4 51.4 58.6 58.6 目標 100.0 100.0 100.0 100.0

実績 51.4 51.4 実績 100.0 100.0

目標 目標

実績 実績

目標 目標

実績 実績

３．施策及び基本事業の目標達成度評価

令和元年度施策の取組方針 施策の取組方針・成果指標達成状況

全て達成

一部未達成

全て未達成

全て達成

一部未達成

全て未達成

基本事業名 令和元年度基本事業の取組方針 基本事業の取組方針・成果指標達成状況 基本事業名 令和元年度基本事業の取組方針 基本事業の取組方針・成果指標達成状況

取組方針 全て達成 一部未達成 全て未達成 取組方針 全て達成 一部未達成 全て未達成

成果指標 全て達成 一部未達成 全て未達成 成果指標 全て達成 一部未達成 全て未達成

取組方針 全て達成 一部未達成 全て未達成 取組方針 全て達成 一部未達成 。 全て未達成

成果指標 全て達成 一部未達成 全て未達成 成果指標 全て達成 一部未達成 全て未達成

４．施策の基本情報

社会情勢変化、国・県の動向、市民・議会意見等 施策の成果向上に向けての役割分担

市民 事業所 行政

５．施策全体の総括・今後の課題・今後の方向性

施策の成果実績と施策の基本情報及び施策コストに関する全体総括 今後の課題 今後の方向性

政策体系
施策主管課長

学校管理課

関口　一也

施策の目
的

「対　象」

①市立学校・通学路
②奨学金制度の利用希望者

① 施設の瑕疵による事故件数 件

②
適正規模・適正配置基本計画の進
捗率

％

③ 登下校時の事故の発生件数 件

成果指標の
取得方法

④ 奨学金制度の利用率 ％

⑤

安全で快
適な学校
施設の整
備

①市立学
校施設、備
品等
②学校給
食

①施設、備品等の
安全性、機能性が
保たれている。
②学校給食の安全
性が確保されてい
る。

①
教育用コンピュータ1台
あたりの児童生徒数

人
地域ぐるみ
で行う児童
生徒の安
全対策の
充実

①通学路
②地域住
民

①予知できる危険箇
所が是正されてい
る。
②授業、学校行事、
登下校の見守り活動
や地域の防犯活動
に参加してもらう。

①
通学路の危険箇
所の改善率

％

②
学校給食における
事故件数

件 ②
学校支援ボラン
ティア登録者数

人

③ ③

市立学校
の適正規
模適正配
置の推進

①標準規
模に満たな
い学校

①適正な学校規
模、配置となってい
る。

①
基本計画の前期計画
に基づく学校の適正配
置割合

％
教育の機
会均等に
資する奨
学金制度
の拡充

①経済的
な理由を抱
える高校又
は大学、専
門学校へ
の進学希
望者

①進学に伴う経済
的な不安が解消さ
れる。

①
経済的負担が軽減され
たと感じる利用者の割
合

％

② ②

③ ③

・あそ野学園義務教育学校の令和２年度開校、及び葛生・常盤中学校区小中一貫校の
令和４年度開校に向け、開校準備委員会等による協議や施設整備の進捗を図り事業を
推進する。
・ブロック塀の改修やトイレの洋式化など、学校施設・設備の整備を計画的に行う。
・学校給食の安全性を確保するため、異物混入等の対策を強化し、安全衛生管理を徹底
する。
・給食費の管理・徴収業務の見直しを検討する。
・通学路の安全性確保のため、通学路合同点検の継続及び見守り活動等のボランティア
の確保に努め、地域との連携を図る。
・奨学金制度の拡充についての検討を行う。

取組
方針

【施策の取組方針達成状況】
・あそ野学園義務教育学校は令和２年度に開校した。葛生義務教育学校（葛生・常盤中学校区小中一貫校）の開校が令和元年東
日本台風の影響により１年延期となったが、開校準備委員会等による協議を進めた。
・ブロック塀は点検の結果、早急な改修が必要な個所がなかった。トイレの洋式化は令和元年東日本台風の影響により令和２年
度に繰越となった。
・食物アレルギーによる事故を未然に防ぐため、国・県の指針を参考にし、実際の対応状況等を検証し、毎日の作業において、点
検を欠かさず実施した。
・給食費の管理・徴収業務のための徴収管理システムの導入の検討をした。
・佐野市通学路安全対策委員会において、関係機関・部署と連携のもと危険箇所の把握と対応策について検討するともに、学校
と地域の連携・協働の促進に伴い、ボランティアの確保及び地域の連携強化が図れた。
・奨学金制度の拡充は、社会状況、応募者の動向や利用者のアンケート結果等により制度見直しなど、内容の検討を行い、令和
２年度貸与者からは返済期間をこれまでの貸与期間の２倍（８年）を貸与期間の４倍（１６年）とするなど利用しやすい制度の見直
しを実施した。
【成果指標達成状況】
・登下校時の事故の発生件数が１８件あった。
・高等学校奨学生、大学奨学生を合わせて４５人以内の募集のところ、貸与申込者２０名（うち辞退３人名）であった。結果、最終的
に希望者１７名全員に貸与することができたため、貸与申込者数に対する貸与者数は１００％となり、目標値を達成することができ
た。

成果
指標

【基本事業の取組方針達成状況】
・学校給食における異物混入事故防止のため、手洗いの徹底、目視による異物の
確認、事故防止等について注意喚起を欠かさず実施した。
・給食費の管理・徴収業務のためのシステムの導入の検討をした。
・平成３０年度に整備ができなかった学習者用及び指導者用端末の整備と２カ年計
画の２年目となる電子黒板の整備を実施した。
・ブロック塀は点検の結果、早急な改修が必要な個所がなかった。トイレの洋式化は
令和元年東日本台風の影響により令和２年度に繰越となった。
【成果指標達成状況】
・学校給食におけるアレルギー事故は０件であったが、異物混入事故は33件であっ
た。
・OSのサポート期間が終了したことにより、小学校の学習者用のタブレットを処分し
たため、教育用コンピュータの台数が減少し、成果指標は向上しなかった。

【基本事業の取組方針達成状況】
・これまでの「佐野市交通安全プログラム」を改訂し、これまでの組織で培った連携体
制を活用し、通学路安全対策の決定機関である「佐野市通学路安全対策連絡協議
会」、対策検討機関である「安全対策委員会」、合同点検実施機関である「安全対策
部会」を設置し、引き続き通学路の安全対策を実施した。
・学校と地域の連携・協働の促進に伴い、ボランティアの確保及び地域の連携強化が
図れた。
・学校と地域との情報共有ができるよう、学校安全支援ボランティア等のメール登録を
推進した。
【成果指標達成状況】
・通学路の危険箇所の改善率は改善率が68.5％となったが、多大な予算を要する対策
箇所など短期的には解決が困難な積み残し箇所もあり、目標は達成できなかった。
・学校と地域の連携・協働が促進に伴い、学校支援ボランティア登録者数が増加し目
標を達成できた。

【基本事業の取組方針達成状況】
・あそ野学園義務教育学校は令和２年度に計画どおり開校したが、一
部の外構工事が令和元年東日本台風の影響により令和２年度に繰越
となった。
・葛生義務教育学校（葛生・常盤中学校区小中一貫校開校）は、令和
元年東日本台風の影響により開校が１年延期となったが、開校準備委
員会等において、運営面や校章、校歌について協議を進めた。また、
施設整備に向けた実施設計を作成した。
【成果指標達成状況】
・基本計画の前期計画に基づく学校の適正配置割合は目標通りだっ
た。

【基本事業の取組方針達成状況】
・社会状況、応募者の動向や利用者のアンケート結果等により制度見直
しなど、内容の検討を行い、令和２年度貸与者からは返済期間をこれま
での貸与期間の２倍（８年）を貸与期間の４倍（１６年）とするなど利用し
やすい制度の見直しを実施した。
【成果指標達成状況】
・奨学金利用者に対しアンケート調査を実施しており、その回答で「経済
的負担が軽減されたと感じる」、「経済的負担が軽減されたと感じる」と回
答した割合が１００%であった。

・設備、遊具等の点検を定期的に行い、事故防止に努め、施設の瑕疵による事故は起こらな
かった。
・令和３０年度末に予算化し令和元年度に繰越した。特別教室エアコン設置については、計画
どおり設置できた。
・平成３０年度にタブレットパソコンの供給不足により整備ができなかった学習者用および指導
者用端末の整備と２カ年計画の２年目となる電子黒板が整備できた。
・学校給食では、食物アレルギー等事故は０件であったが、異物混入事故は、前年度より８件
減少の３３件発生した。
・通学路については、昨年改定した「佐野市交通安全プログラム」に基づく合同点検を実施し、
関係機関、関係各課へも危険箇所の対策を依頼するなど通学路の安全確保に取り組んだ結
果、これまでに合同点検を実施した全ての箇所に対する改善率は６８．５％となったが、依然と
して多大な予算を要する対策箇所など短期的には解決が困難な積み残し箇所もあり、目標は
達成できなかった。
・あそ野学園義務教育学校は、計画どおり令和２年４月に開校したが、外構工事の一部の完成
が令和２年７月となった。
・令和４年４月に開校予定だった葛生義務教育学校は、令和元年東日本台風の影響により令
和５年４月の開校となり１年延期となったが、開校準備委員会等において運営面や校章、校歌
等について協議を進めた。
・佐野市小中学校適正規模・適正配置基本計画後期計画を策定したが、実施計画の策定につ
いては令和２年度に策定することになった。
・学校における新型コロナウイルス感染症に対策として、消毒液や非接触型体温計等の整備
等の対策が必要となった。
・令和元年度の決算額は約３３億６７４万円で、前年度決算額約２８億７，４５０万円に比べ約４
億３，２２４万円の増であった。主な要因は学校整備基金積立金による５億円の増であった。

【令和２年度で解決する課題】
・ギガスクール構想推進事業の実施による超高速・大容量ネット
ワークの構築と児童生徒１人１台の端末配備
・葛生義務教育学校開校に向けた施設整備工事の入札
・佐野市小中学校適正規模・適正配置基本計画後期計画に基づ
く実施計画の策定
・奨学金制度の拡充
・学校における新型コロナウイルス感染症対策
・校納金や給食費の管理・徴収業務のためのシステムの導入

【令和３年度以降にも引き継がれる課題】
①佐野市小中学校等個別施設計画に基づく計画的な施設整備
②学校給食での安全衛生管理
③校納金や給食費の管理・徴収業務の円滑化
④１教室１台の電子黒板設置に向けた整備(充足率７１％）及び
電子黒板の更新等による学習系システムの充実
⑤通学路の安全確保及び登下校時の見守り活動等のボランティ
アの確保、防犯対策の取組
⑥気候変動や感染症等への対応

【令和３年度重点課題】
⑦佐野市小中学校適正規模・適正配置基本計画後期計画及び
実施計画に基づく義務教育学校整備の計画的な推進
⑧葛生義務教育学校開校に向けた事業の円滑な推進

①小中学校等個別施設計画については、適正規模・適正配
置基本計画後期計画実施計画と連携・調整を図りながら、計
画的に施設整備を行う。
②学校給食における異物混入の重大性を強く認識し、その
原因の検証と対策を強化し、徹底した安全衛生管理を行う。
③校納金や給食費の管理・徴収業務のためのシステムを用
い、事務の簡素化を図る。
④ギガスクール構想推進事業の実施により電子黒板設置に
向けた整備を進め、児童生徒が学びやすい環境を整える。
⑤通学路の安全対策については、「佐野市交通安全プログ
ラム」に基づき、関係機関や関係各課とのより一層の連携を
強化し、対策を実施する。また、登下校時の児童生徒の安
全性向上のために、令和元年度に組織した通学路安全対策
連絡協議会での対策に加え、自転車を中心とした交通安全
指導の強化、及び見守り活動を行うボランティアの確保や、
地域における連携の強化を図る。
⑥高温対策や感染症等に対応するため、空調設備等の設
置を進めるとともに、既存設備の有効活用を図る。
⑦市立小中学校の適正規模・適正配置後期計画及び実施
計画に基づき各義務教育学校の設置事業の計画的な推進
に向け、各校や地域との連携を図る。
⑧令和５年４月の葛生義務教育学校開校に向け、引き続き
開校準備委員会等による運営面での協議を進めるとともに、
校舎改修等、施設整備の進捗を図る。

成果指標
設定の考え方

①施設の安全管理の状況を測るために採用し
た。
②市立学校の適正化を定めた「佐野市立小中
学校適正規模・適正配置基本計画」(基本計画)
をバロメーターとした。
③通学路の安全が守られているかを測るため
に採用した。
④奨学金制度が進学を希望する生徒にとって
利用しやすい制度であるかどうかを測るために
採用した。

施策の目
的

「意　図」

①-1学校施設が適切に管理され、安全で安心し
て教育を受けられる環境となるとともに、適正規
模と適正配置となる。
①-2児童生徒の登下校時の安全が確保され
る。
②教育の機会均等の趣旨のもと、経済的理由で
高等学校、大学等に修学が困難な方が安心して
学べることができる。

施
策

基
本
事
業

安全で快
適な学校
施設の整
備

・学校給食におけるアレルギー対応食の
誤配・誤食を防止する。また、学校給食で
の異物混入の重大性を強く認識し、その
原因の検証と対応を強化するとともに、
徹底した安全衛生管理を行う。
・給食費の管理・徴収システム等の見直
しを行う。
・タブレット端末の導入、電子黒板の更新
等、学習系システムの整備を行い、ＩＣＴ
を活用することにより、授業の質の向上
を図る。
・ブロック塀の改修やトイレの洋式化等を
計画的に進め、教育環境の向上に努め
る。

地域ぐるみ
で行う児童
生徒の安
全対策の
充実

・通学路の安全対策については、
関係機関とのより一層の連携を強
化し、対策の実施に努める。
・登下校時の児童生徒の安全性
向上のために、見守り活動を行う
ボランティアの確保や、地域にお
ける連携の強化を図る。
・不審者情報や学校からの緊急連
絡等を学校、保護者のみならず、
地域の方々とも共有できるよう、
学校安全支援ボランティア等の学
校関係者のメール登録を推進す
る。

市立学校
の適正規
模適正配
置の推進

・あそ野学園義務教育学校の令
和２年度開校に向け、引き続き
開校準備委員会等による運営
面での協議を進めるとともに、
新校舎建築等、施設整備の完
成を図る。
・葛生・常盤中学校区小中一貫
校開校に向け、引き続き開校準
備委員会等による運営面での
協議を進めるとともに、施設整
備に向けた実施設計を作成す
る。

教育の機
会均等に
資する奨
学金制度
の拡充

・応募者の動向や利用者のアン
ケート結果等を検証し、奨学金
制度拡充等の見直しを行う。

施
策
の
基
本
情
報

・佐野市立小中学校適正規模・適正配置基本計画後期案がまとめられ、令和元年
度中に後期計画並びに実施計画を策定することになった。
・新型コロナウイルス感染症の発生により、消毒の徹底や児童生徒間の距離の確保
など、感染症予防対策をとる必要が生じた。また、学校が休業となった際の児童生
徒の学びを確保するため、令和２年６月の補正予算でクラウド上のシステムを利用し
た学習支援を行うICT活用自学自習支援事業を導入したほか、国においては情報端
末を整備するギガスクール構想の早期推進が決定された。

・児童生徒の登下校の見守り活動につ
いて地域ぐるみで推進する。
・施設一体型小中一貫校設置に向け、
地域とともにある学校づくりの観点のも
と参画する。
・家庭においても新型コロナウイルス感
染症対策を実施する。

・学校給食食材納入業者は衛生教育
を徹底し、食中毒、食物アレルギー事
故及び異物混入が起こらないように徹
底した安全衛生管理を行う。

・学校施設等について定期的な点検
を行い、事故防止に努める。
・通学路の点検、安全対策への推進
を図る。
・学校給食における食中毒、食物アレ
ルギー事故及び異物混入事故が起こ
らないように徹底した安全衛生管理を
行う。
・市立小中学校の適正規模・適正配
置後期計画実施計画を策定し、計画
に基づき計画的に推進する。
・気候変動や感染症等に対応するた
めの設備や環境の整備を実施する。


